
 

 

（ 続紙 １ ）                             

京都大学 博士（地域研究） 氏名 松井 梓 

論文題目 モザンビーク島の隣人関係の繋がりと切断に関する人類学的研究 

（論文内容の要旨） 

 

 モザンビーク島では、狭小な居住地区に人びとが稠密に暮らす。女性たちは隣人た

ちに関心を持ち、皿に盛った料理を日々交換するほどの親密なつきあいがあると同時

に、濃密なゴシップが行きかう。その関係は固着せず柔軟に組み替えられ、ゴシップ

の渦中でも関係が険悪になりすぎず、派閥化も起きづらい。本論文の目的は、島自体

の固有性に加えて、関係が緊密で固定的な村落社会とも、より流動性が高い大都市周

辺部とも異なる、その双方の特徴を併せ持っている近隣関係が生まれる動態を、第一

に島が置かれた歴史や環境、空間の特徴や生業の時間性との関わりあいから、第二に

島の女性たちの対他的な身構えから、明らかにすることである。 

序章では、環境や他者との関わりあいのなかで個人の行為を捉える先行研究を示

し、同時にそこから自らを切り離す実践とその曖昧さを描くことの重要性を述べた。

アフリカ地域研究は社会の不確実性を前提に、集団に依存しつつも自律する個人を描

いてきたことに触れ、女性たちの近所づきあいというミクロな状況を、歴史を通して

形成された空間や時間性の下で人びとが暮らすことで織り成される集合性の次元と

個々人との関わりのなかで捉えるための枠組を示した。 

第1章では、本論文の対象である女性たちが暮らすモザンビーク島とマクア・ナハラ

の人びとの歴史的背景を詳述した。同島は、アラブ・スワヒリ商人らの交易拠点とな

り、その後ポルトガル人のインド洋航路上の要衝となり、植民地行政の中心となっ

た。歴史の変遷のなかで異なる出自や文化を持つ人びとがまじりあい、マクア・ナハ

ラと呼ばれる集団が形成され、女性たちには「美しく、洗練された」イメージが付さ

れた。だが今日その重要性を失い、島は間延びした時間の流れる漁村となっている。 

 第2章では、本研究が対象とする島の南半分を占める居住区、バイロの形成史を述

べ、流動的なバイロの近所づきあいは、「原住民」の統治と管理が意図された均質的

かつ見通しのよい居住空間の特徴と、そこへの人びとの参与が絡みあうなかで生まれ

たことを示した。バイロは「建てることの視点」にもとづき、統治上の要請にかなう

ように計画され形作られた空間だが、今日その意味付けは忘れ去られ、人びとに「住

まわれ」ており、バイロの空間を理解するためには、そうした多層的な空間のありよ

うを統合して論じなければならないことを示した。 

第 3 章では、自然環境、生業、食のあり方が、いかにバイロの女性たちの生計や隣

人との関わりに作用するかを論じた。農地のない小さな島では、漁業がもたらす現金

が経済の末端まで行き渡るため、人びとの生計は漁獲の季節的変動や天候に左右され



 

 

る。また農産物は遠隔地から運ばれ基本的にすべて現金で購入されるが、価格は割高

となる。自然環境、天候と漁獲の変動、生業構造と食のあり方が生計に直接作用し、

隣人との食物の授受を引き起こしては途絶えさせるという波を生む。だが同時に、必

ず訪れる漁獲の回復は生計に長期的な確実性と間延びしたリズムをもたらしていた。 

第 4 章は、ひとつの住居内での共住と食の授受がいかに行われるかを考察した。全

体では妻方の母系親族と一つの世帯を構成して共住し、食事に関して生計を同一にし

ている場合が多かった。他方、非親族相互の共住では相手の生計の苦しさをすべて受

け止めようとせず、相互の境界を保っていた。バイロの居住空間の共有と食というサ

ブスタンスの授受は強い繋がりを生むものではなく、その関係は柔軟に組み替わって

いた。 

第 5 章では、バイロの女性たちの隣人どうしの関係が繋がり、切り離される動態を

描き出した。生活の必要とともに親しい関わりを求めて、女性たちは会話や食の授受

などを通じて隣人と繋がっていく。他方で、両者の間の摩擦やゴシップ、食の授受に

生じた不均衡、転居などによって、関係が切り離されていた。女性たちが、摩擦やゴ

シップ、関係の変転という煩わしさのなかでも隣人と関わらなければ落ち着かず、そ

れを求めないではいられない様を描いた。 

第 6 章は、バイロの稠密な居住空間でゴシップがしきりに飛び交うなか、女性たち

がどのような身構えをもって共在しているのかを明らかにした。バイロの女性たちの

隣人との関わりは流動的で、それぞれの交際圏は小さい。加えて女性たちは、日々の

会話や食の授受などを通じ隣人と緊密に接し繋がろうとしてしまう一方で、強い心理

的な結びつきや連帯を求めすぎない、みずからを相手に「委ねすぎない」身構えをも

つ。この流動的な共在の空間の動態と、女性たちの身構えこそが、女性たちが次々と

生まれるゴシップを放っておきながら共在することを可能にしていた。 

終章では、バイロの隣人関係の繋がりと切断のリズムは、バイロを取り巻く自然環

境、歴史、居住空間の特徴、生計のリズム、食や共住のあり方、そして隣人たちとが

関わりあって生じていることを述べた。しかし、この集合性の次元でやむを得ず生じ

るように見える繋がりと切断の渦中には、女性たちが関係を切り離したり、調整した

り、放っておいたりする、複層的で曖昧な切断の実践や身構えがあり、これこそがバ

イロの女性たちの濃密な関係性を支えていた。 

 


